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序
に
代
え
て

　

本
稿
は
︑
日
本
の
古
書
論
を
典
拠
と
し
て
︑
日
本
能
書
列
伝
を
編
ま
ん
と
す
る

も
の
で
あ
る
︒
能
書
あ
る
い
は
能
書
家
と
は
︑﹁
書
に
す
ぐ
れ
た
人
﹂﹁
書
の
上
手
な

人
﹂
を
い
う
が
︑
古
書
論
を
典
拠
と
し
て
伝
記
を
ま
と
め
る
こ
と
で
︑
往
時
の﹁
能

書
﹂
と
は
ど
の
よ
う
な
人
物
を
指
し
た
の
か
︑
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
︒

　

能
書
列
伝
の
類
は
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
︒
た
と
え
ば
︑﹃
書
道

全
集
﹄
全
二
八
巻
︵
平
凡
社　

一
九
五
四
～
六
一　

補
遺
・
別
巻
一
九
六
七
～
六

八
︶
に
は
︑
各
巻
に﹁
書
人
小
傳
﹂
が
附
録
さ
れ
て
い
る
︒
時
代
区
分
に
拠
ら
ず
︑

能
書
を
中
心
に
ま
と
め
た
﹃
書
道
藝
術
﹄
全
二
四
巻
︵
中
央
公
論
社　

一
九
七
〇

～
七
三
︶
と
い
っ
た
大
部
な
シ
リ
ー
ズ
も
あ
る
︒
ま
た
︑﹃
日
本
書
道
辞
典
﹄︵
二
玄

社　

一
九
八
七
︶
や
﹃
書
の
総
合
事
典
﹄︵
柏
書
房　

二
〇
一
〇
︶
と
い
っ
た
所
謂

工
具
書
か
ら
︑さ
ら
に
は
︑各
種﹁
書
道
史
﹂の
テ
キ
ス
ト
よ
り
丹
念
に
能
書
を
拾
っ

て
い
け
ば
︑
能
書
を
一
覧
に
し
︑
小
伝
を
編
む
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
︒
た
だ
︑

そ
れ
は
長
い
研
究
の
蓄
積
に
よ
る
今
日
的
評
価
に
多
分
に
左
右
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
︒
本
稿
で
目
指
す
の
は
︑
往
時
の
人
々
が
ど
の
よ
う
に
能
書
を
捉
え
︑
評
価
し

た
の
か
︑
と
い
う
視
点
に
よ
り
︑
能
書
列
伝
を
ま
と
め
直
し
た
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
︒
そ
し
て
願
わ
く
は
︑
た
だ
能
書
を
列
挙
す
る
の
で
は
な
く
︑
能
書
同
士
の

関
係
性
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
記
述
す
る
こ
と
で
︑
一
つ
の
﹁
日
本
書
道
史
﹂
を

形
成
す
る
よ
う
心
掛
け
︑
従
来
の
個
々
の
能
書
の
伝
記
に
終
始
す
る
も
の
と
は
一

線
を
画
す
べ
く
企
図
す
る
も
の
で
あ
る
︒

一
　
日
本
古
書
論
に
お
け
る
能
書

　

本
稿
で
参
照
し
た
古
書
論
は
別
記
す
る
が
︑
主
と
し
て
対
象
と
す
る
の
は
︑
中

古
・
中
世
の
書
論
で
あ
る
︒
中
で
も
︑
日
本
書
論
の
嚆
矢
と
さ
れ
る
世
尊
寺
家
六

代
目
・
藤
原
伊
行﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄︵
一
一
六
五
年
頃
成
立
︶
に
は
︑
巻
末
に﹁
能
書

人
々
﹂
の
項
を
設
け
て
お
り
︑
い
か
に
﹁
能
書
﹂
に
対
す
る
関
心
が
高
か
っ
た
か

が
窺
え
る
︒ま
た
︑同
書
に
は﹁
内
裏
額
書
た
る
人
々
﹂﹁
悠
紀
主
基
御
屏
風
書
人
々
﹂

の
項
が
あ
り
︑
具
体
的
な
能
書
活
動
が
記
さ
れ
て
い
る
︒
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ
っ
た
か
︑
以
下
に
示
す
こ
と
と
す
る
︒

　

﹁
悠
紀
主
基
屏
風
﹂
は
︑
天
皇
即
位
後
︑
初
め
て
行
わ
れ
る
新
嘗
祭
︑
即
ち
大

嘗
会
の
際
に
制
作
さ
れ
た
屏
風
で
あ
り
︑
こ
の
屏
風
色
紙
形
の
揮
毫
に
従
事
す
る

者
に
と
っ
て
は
︑
一
世
一
代
の
大
仕
事
で
あ
り
︑
栄
あ
る
晴
れ
舞
台
で
も
あ
っ
た
︒

﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄
最
古
の
写
本
と
考
え
ら
れ
る
京
都
・
青
蓮
院
蔵
本
及
び
こ
れ
に

続
く
古
写
本
で
あ
る
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
︵︻
図
１
︼︶
に
基
づ
く
と
︑
天
皇
名
及

び
揮
毫
者
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
︒︹　

︺
内
は
揮
毫
者
で
あ
る
︒
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醍
醐︹
美
材
︺︑
朱
雀
・
村
上︹
道
風
︺︑
冷
泉︹
時
文
︺︑
円
融
・
花
山
・
一
条︹
佐

理
︺︑
三
条
・
後
一
条︹
行
成
︺︑
後
朱
雀︹
定
頼
︺︑
後
冷
泉
・
後
三
条
・
白
河︹
兼

行
︺︑
堀
河︹
伊
房
︺︑
本
院
︵
鳥
羽
︶︹
定
実
︺︑
新
院
︵
崇
徳
︶︹
不
被
書
︺︑
近
衛︹
定

信
︺︑
当
院
︵
後
白
河
︶︹
朝
隆
︺︑
二
条
・
今
上
︵
六
条
︶︹
伊
行
︺

　

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
で
は
︑
今
上
を
六
条
天
皇
と
す
る
が
︑
こ
れ
に
先
ん
ず
る

青
蓮
院
蔵
本
で
の
今
上
は
二
条
天
皇
で
あ
る
︒
ち
な
み
に
︑
近
世
の
流
布
本
で
あ

り
︑今
日
通
行
す
る﹃
群
書
類
従
﹄所
収
の﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄で
は
︑﹁
六
条
院︹
伊
行
︺﹂

に
加
え
︑﹁
当
今
︵
高
倉
︶︹
朝
方
︺﹂
と
追
記
し
て
い
る
︒

　

で
は
︑
以
下
に
本
稿
で
典
拠
と
し
た
中
古
・
中
世
の
書
論
を
列
挙
す
る
︒

『
夜
鶴
庭
訓
抄
』

　

世
尊
寺
家
六
代
目
・
藤
原
伊
行
著
︒
一
一
六
五
年
頃
成
立
し
︑
後
継
の
書
論
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
︒﹁
能
書
人
々
﹂
の
項
が
あ
り
︑弘
法
大
師
・
嵯
峨
天
皇
・

藤
原
敏
行
・
小
野
美
材
・
兼
明
親
王
・
小
野
道
風
・
紀
時
文
・
藤
原
文
正
・
藤
原

佐
理
・
具
平
親
王
・
藤
原
行
成
・
延
幹
君
・
菅
原
文
時
・
藤
原
定
頼
・
小
野
恒

柯
・
橘
逸
勢
・
藤
原
関
雄
・
素
性
法
師
・
源
兼
行
・
藤
原
伊
房
・
源
長
季
・
藤
原

定
実
・
藤
原
定
信
の
名
を
挙
げ
る
︵︻
図
２
︼︶︒後
世
の
写
本
で
は
︑﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄

の
著
者
で
あ
る
藤
原
伊
行
の
名
も
加
え
ら
れ
る
︒

『
才
葉
抄
』

　

藤
原
教
長
が
世
尊
寺
家
七
代
目
・
藤
原
伊
経
に
口
授
し
た
も
の
︒
一
一
七
七
年

成
立
︒﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄
と
同
様
︑
世
尊
寺
家
の
書
を
伝
え
た
も
の
で
︑
こ
れ
に

よ
り
世
尊
寺
流
が
理
論
づ
け
ら
れ
た
︒
道
風
・
佐
理
・
行
成
の
そ
れ
ぞ
れ
の
長
短

を
論
じ
︑
書
品
論
と
し
て
の
価
値
も
高
い
︒

『
金
玉
積
伝
集
』

　

兼
明
親
王
の
著
と
さ
れ
る
︒
書
法
や
故
実
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
︒
書
に
関
す

る
貴
重
な
古
諺
を
収
録
し
て
い
る
︒

『
夜
鶴
書
札
抄
』

　

世
尊
寺
家
八
代
目
・
藤
原
行
能
が
﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄
を
書
写
し
︑
見
解
を
加
え

【図１】　『夜鶴庭訓抄』（宮内庁書陵部蔵　室町時代写）

永　由　徳　夫

―　　―26



た
も
の
︒
行
能
の
代
よ
り
﹁
世
尊
寺
﹂
を
名
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
が
︑
能
書
の
家

と
し
て
の
意
識
を
高
め
た
も
の
の
︑
徐
々
に
書
風
の
定
型
化
も
招
く
こ
と
に
な
っ

た
︒
本
書
は
﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄
を
ほ
ぼ
忠
実
に
踏
襲
す
る
一
方
︑
能
書
か
ら
藤
原

佐
理
の
名
を
落
と
し
て
い
る
︒

『
心
底
抄
』

　

世
尊
寺
家
九
代
目
・
藤
原
経
朝
の
著
︒
世
尊
寺
流
に
特
化
せ
ず
︑書
式
・
用
筆
・

学
書
・
文
房
に
つ
い
て
︑
書
道
の
大
綱
を
平
易
に
解
説
し
た
も
の
︒

『
右
筆
条
々
』

　

﹃
心
底
抄
﹄
の
拾
遺
篇
と
も
い
う
べ
き
一
書
で
あ
る
︒
一
三
二
二
年
成
立
︒
経

朝
の
孫
の
著
と
す
る
記
載
が
あ
り
︑
世
尊
寺
家
一
一
代
目
・
行
房
が
著
者
と
し
て

推
定
さ
れ
て
い
る
︒
行
房
は
︑
弟
の
一
二
代
目
・
行
尹
と
と
も
に
︑
尊
円
親
王
に

書
法
を
伝
授
し
た
︒

『
麒
麟
抄
』

　

全
一
〇
巻
と
書
論
の
中
で
は
大
部
で
あ
る
︒
著
者
を
空
海
・
藤
原
行
成
・
兼
明

親
王
等
と
す
る
説
が
あ
る
が
当
た
ら
な
い
︒
内
容
か
ら
見
て
︑
一
四
世
紀
中
頃
︑

南
北
朝
時
代
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
︒
書
式
・
用
筆
・
文
房
等
図
解
を
含
め
︑
幅

広
く
記
述
す
る
︒

『
入
木
抄
』

　

尊
円
親
王
の
著
︒
一
三
五
二
年
成
立
︒
中
古
・
中
世
の
書
論
を
集
成
し
た
も
の
︒

能
書
と
し
て
︑
光
明
皇
后
・
中
将
姫
・
弘
法
大
師
・
嵯
峨
天
皇
・
橘
逸
勢
・
藤
原

敏
行
・
小
野
美
材
・
菅
原
道
真
・
小
野
道
風
・
藤
原
佐
理
・
藤
原
行
成
を
列
挙
す

る
︒﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄﹃
才
葉
抄
﹄
と
と
も
に﹁
入
木
三
部
集
﹂
を
成
す
︒
尊
円
親
王

は
青
蓮
院
流
の
祖
︒

『
尺
素
往
来
』

　

往
来
物
の
一
つ
で
︑
一
条
兼
良
︿
一
四
〇
二
︱
一
四
八
一
﹀
の
著
︒
書
論
に
特

化
し
た
も
の
で
は
な
い
が
︑
王
羲
之
ら
中
国
の
能
書
七
名
と
嵯
峨
天
皇
・
弘
法
大

師
空
海
以
降
の
能
書
を
挙
げ
る
︒
世
尊
寺
流
が
家
様
と
呼
ば
れ
て
繁
栄
を
極
め
た

こ
と
︑
当
時
は
尊
円
親
王
の
書
が
軌
範
と
さ
れ
た
こ
と
︑
な
ど
の
記
述
が
あ
る
︒

【図２】　『夜鶴庭訓抄』（京都・青蓮院蔵　南北朝時代写）
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二
　
日
本
能
書
列
伝
（
一
）

　

以
下
に
︑
日
本
能
書
列
伝
︵
一
︶
と
し
て
二
〇
名
の
小
伝
を
ま
と
め
る
︒︵
一
︶

を
﹁
三
跡
﹂
の
一
人
︑
藤
原
佐
理
で
止
め
た
の
は
︑
続
く
藤
原
行
成
か
ら
日
本
の

書
が
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
る
か
ら
で
あ
る
︒続
編
は
別
の
機
会
に
掲
載
し
た
い
︒

【
凡
例
】

一
．
配
列
は
原
則
と
し
て
生
年
順
︵
生
没
年
不
詳
の
場
合
は
推
定
︶
と
し
た
が
︑

書
道
史
の
流
れ
が
摑
め
る
よ
う
に
︑
一
部
入
れ
替
え
た
箇
所
が
あ
る
︒

二
．
出
典
と
は
︑
そ
の
能
書
に
関
す
る
記
述
の
あ
る
古
書
論
名
で
あ
る
︒

三
．
能
書
の
故
事
に
関
し
て
は
︑
適
宜
古
典
文
学
作
品
よ
り
補
っ
た
︒

四
．
字
数
は
五
〇
〇
字
以
内
と
し
︑
能
書
に
よ
っ
て
著
し
く
分
量
に
差
が
出
な
い

よ
う
心
掛
け
た
︒

光
明
皇
后
（
こ
う
み
ょ
う
こ
う
ご
う
）

　

大
宝
元
年︿
七
〇
一
﹀︱
天
平
宝
字
四
年︿
七
六
〇
﹀︒
聖
武
天
皇
妃
︒
父
は
藤
原

不
比
等
︑
母
は
橘
三
千
代
︒
名
を
安あ

す
か
べ
ひ
め

宿
媛
︑
ま
た
光
明
子
と
も
い
う
︒
一
六
歳
で

妃
と
な
り
︑
天
平
元
年
︿
七
二
九
﹀
二
九
歳
で
皇
后
と
な
る
︒
聖
武
天
皇
と
と
も

に
仏
教
を
篤
く
信
仰
し
︑
天
皇
崩
御
後
も
一
人
娘
孝
謙
天
皇
の
生
母
と
し
て
政
界

に
重
き
を
な
し
た
︒そ
の
書
と
し
て﹁
楽
毅
論
﹂﹁
杜
家
立
成
雑
書
要
略
﹂が
伝
わ
る
︒

特
に﹁
楽
毅
論
﹂
は
︑
王
羲
之
の﹁
楽
毅
論
﹂
を
臨
模
し
た
も
の
と
さ
れ
︑
真
跡
の

伝
わ
ら
な
い
王
羲
之
の
書
風
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
が
︑
光
明
皇
后
の
筆
跡
は
よ

り
豪
胆
で
あ
る
︒
巻
末
に
別
紙
を
貼
り﹁
藤
三
娘
﹂
と
の
署
名
が
あ
る
こ
と
か
ら
︑

皇
后
の
筆
と
伝
わ
る
︒
但
し
︑
こ
の
書
は
天
平
一
六
年︿
七
四
四
﹀︑
皇
后
四
四
歳

の
時
の
も
の
で
あ
り
︑
不
比
等
の
娘
を
意
味
す
る
﹁
藤
三
娘
﹂
の
署
名
に
疑
義
を

呈
す
る
向
き
も
あ
る
が
︑
ま
ず
皇
后
の
真
筆
と
み
て
差
し
支
え
あ
る
ま
い
︒

出
典
：﹃
入
木
抄
﹄

参
考
文
献
：﹃
書
道
全
集
﹄﹃
書
道
藝
術
﹄﹃
日
本
書
道
辞
典
﹄﹃
書
の
総
合
事
典
﹄﹃
日
本
書
人
伝
﹄

中
将
姫
（
ち
ゅ
う
じ
ょ
う
ひ
め
）

　

天
平
一
九
年︿
七
四
七
﹀︱
宝
亀
六
年︿
七
七
五
﹀︒
右
大
臣
藤
原
豊
成
の
女
︒
父

の
豊
成
は
藤
原
鎌
足
の
曾
孫
に
あ
た
る
︒
中
将
姫
は
五
歳
で
生
母
と
死
別
す
る
︒

姫
は
九
歳
の
折
に
︑
聖
武
天
皇
と
光
明
皇
后
の
一
人
娘
孝
謙
天
皇
に
召
し
出
さ
れ

る
も
︑
継
母
の
妬
み
に
よ
り
虐
待
を
受
け
る
よ
う
に
な
る
︒
そ
の
後
︑
当
麻
寺
に

入
っ
て
尼
僧
と
な
り
︑
二
六
歳
の
折
︑
当
麻
曼
荼
羅
を
織
っ
た
と
さ
れ
る
︒
宝
亀

六
年︿
七
七
五
﹀︑
二
九
歳
で
入
滅
︒
継
母
の
迫
害
を
受
け
て
い
る
最
中
に
写
経
一

〇
〇
〇
巻
を
成
し
た
と
い
う
が
︑
今
日
︑
能
書
と
し
て
は
そ
の
名
は
ほ
と
ん
ど
挙

が
ら
な
い
︒﹃
入
木
抄
﹄
に
は
中
将
姫
の
名
が
見
え
︑﹁
当
麻
曼
荼
羅
感
得
の
人
也
﹂

と
注
記
す
る
︒
そ
の
数
奇
な
運
命
は
﹁
中
将
姫
伝
説
﹂
と
し
て
世
に
広
ま
り
︑
さ

ま
ざ
ま
な
戯
曲
の
材
と
な
っ
た
︒

出
典
：﹃
入
木
抄
﹄

朝
野
魚
養
（
あ
さ
の
の
ぎ
ょ
よ
う
・
な
か
い
）

　

生
卒
年
不
詳
︒
忍

お
し
ぬ
み
の海

連む
ら
じ
お首

麻び
と
ま
ろ呂

の
後
裔
で
︑
一
説
に
吉
備
真
備
の
子
と
も
伝
え

ら
れ
る
が
︑
そ
の
伝
記
は
詳
ら
か
で
な
い
︒
延
暦
六
年
︿
七
八
七
﹀
に
正
六
位
上

よ
り
従
五
位
下
に
叙
せ
ら
れ
︑
同
七
年
︿
七
八
八
﹀
に
典
薬
頭
に
任
ぜ
ら
れ
た
︒

同
一
〇
年︿
七
九
一
﹀︑忍
海
連
か
ら
新
た
に
朝
野
宿
禰
を
賜
っ
た
︒﹁
正
倉
院
文
書
﹂

に
よ
る
と
経
巻
四
〇
四
七
巻
の
外
題
を
書
し
た
と
さ
れ
︑ま
た
︑﹃
宇
治
拾
遺
物
語
﹄

に
も
南
都
七
大
寺
の
額
を
す
べ
て
揮
毫
し
た
︑
と
あ
る
︒
空
海
は
入
唐
以
前
に
魚

養
に
師
事
し
た
と
す
る
説
も
あ
る
︒﹁
薬
師
寺
大
般
若
経
﹂
の
伝
称
筆
者
と
し
て

そ
の
名
が
冠
せ
ら
れ
る
︒
墓
は
元
興
寺
十
輪
院
に
あ
る
︒

出
典
：﹃
入
木
抄
﹄

参
考
文
献
：﹃
日
本
書
道
辞
典
﹄
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弘
法
大
師
・
空
海
（
こ
う
ぼ
う
だ
い
し
・
く
う
か
い
）

　

宝
亀
五
年
︿
七
七
四
﹀︱
承
和
二
年
︿
八
三
五
﹀︒
延
暦
二
三
年
︿
八
〇
四
﹀︑
三
一

歳
で
遣
唐
使
に
随
い
︑
留
学
僧
と
し
て
入
唐
︒
真
言
密
教
の
奥
義
を
授
け
ら
れ
︑

高
野
山
に
金
剛
峯
寺
を
創
建
︑
真
言
宗
の
開
祖
と
な
っ
た
︒
天
台
宗
開
祖
︑
伝
教

大
師
最
澄
に
宛
て
た
書
翰﹁
風
信
帖
﹂
を
は
じ
め
︑﹁
灌
頂
暦
名
﹂﹁
金
剛
般
若
経
開
題
﹂

﹁
聾
瞽
指
帰
﹂﹁
三
十
帖
策
子
﹂﹁
崔
子
玉
座
右
銘
﹂
等
が
そ
の
真
筆
と
し
て
現
存
す
る
︒

　

﹁
崔
子
玉
座
右
銘
﹂
に
は
俯
仰
法
を
駆
使
し
た
運
筆
が
見
ら
れ
る
が
︑﹃
入
木
抄
﹄

に
は
︑﹁
弘
法
大
師
の
執
筆
法
に
は
︑
図
絵
を
の
せ
ら
れ
た
り
︒
そ
れ
も
い
さ
さ
か

今
の
と
り
や
う
に
は
た
が
は
ず
候
間
︑
又
之
を
図え

が

く
︒﹂
と
い
う
記
述
が
あ
り
︑

大
師
の
執
筆
法
が
図
示
さ
れ
て
い
る
︒
ま
た
︑﹃
入
木
抄
﹄
に
は
︑空
海
入
唐
の
折
︑

王
羲
之
の
書
し
た
王
宮
の
壁
字
が
破
損
し
た
ま
ま
︑
そ
れ
を
中
国
で
は
修
復
で
き

る
人
材
が
お
ら
ず
︑
天
子
勅
命
に
よ
り
空
海
が
書
き
直
し
︑
晋
代
よ
り
唐
朝
に
至

る
ま
で
久
し
く
絶
え
た
書
の
道
を
再
興
さ
せ
た
と
い
う
故
事
が
記
さ
れ
て
い
る
︒

今
日
︑
空
海
は
︑
嵯
峨
天
皇
・
橘
逸
勢
と
と
も
に
﹁
三
筆
﹂
の
一
人
と
し
て
夙
に

知
ら
れ
る
が
︑﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄
で
は
︑
菅
原
道
真
・
小
野
道
風
と
と
も
に﹁
三
聖
﹂

と
総
称
さ
れ
る
︒
ま
た
︑
内
裏
一
二
門
の
内
︑
南
面
の
三
額
﹁
美
福
・
朱
雀
・
皇

嘉
門
﹂
の
揮
毫
者
と
し
て
そ
の
名
が
見
え
る
︒

出
典
：﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄﹃
夜
鶴
書
札
抄
﹄﹃
麒
麟
抄
﹄﹃
入
木
抄
﹄

参
考
文
献
：﹃
書
道
全
集
﹄﹃
書
道
藝
術
﹄﹃
日
本
書
道
辞
典
﹄﹃
書
の
総
合
事
典
﹄﹃
日
本
書
人
伝
﹄

嵯
峨
天
皇
（
さ
が
て
ん
の
う
）

　

延
暦
五
年︿
七
八
六
﹀︱
承
和
九
年︿
八
四
二
﹀︒
第
五
二
代
天
皇
︒
桓
武
天
皇
第

二
皇
子
︒
兄
の
平
城
天
皇
の
跡
を
継
ぎ
︑
大
同
四
年︿
八
〇
九
﹀︑
二
三
歳
で
即
位
︑

在
位
一
四
年
で
弟
の
淳
和
天
皇
に
譲
位
し
た
︒
唐
風
文
化
が
浸
透
す
る
中
︑
天
皇

自
ら
詩
文
や
書
を
能
く
し
︑
文
化
興
隆
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
︒
特
に
書
に
お

い
て
は
空
海
・
橘
逸
勢
と
と
も
に﹁
三
筆
﹂
と
総
称
さ
れ
る
︒
真
筆
と
し
て﹁
哭
澄

上
人
詩
﹂﹁
光
定
戒
牒
﹂
が
伝
存
す
る
︒﹁
光
定
戒
牒
﹂
は
最
澄
の
弟
子
光
定
の
法

器
を
た
た
え
︑
楷
行
草
の
各
体
を
用
い
て
揮
毫
し
て
い
る
︒﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄﹁
内

裏
額
書
た
る
人
々
﹂
に
て
︑
内
裏
一
二
門
の
内
︑
東
面
の
三
額
﹁
陽
明
・
待
賢
・

郁
芳
門
﹂
の
揮
毫
者
と
し
て
そ
の
名
が
記
さ
れ
る
︒

　

空
海
と
書
の
優
劣
を
論
じ
た
時
︑
嵯
峨
天
皇
は
唐
人
の
書
と
し
て
所
蔵
の
一
巻

を
示
し
た
が
︑
実
は
そ
れ
が
空
海
入
唐
中
の
書
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
︑
大
い

に
恐
懼
し
た
天
皇
は
︑
以
後
空
海
と
書
の
優
劣
に
つ
い
て
論
ず
る
こ
と
が
な
く

な
っ
た
︑
と
い
う
故
事
が
伝
わ
る
︒
こ
の
話
は
後
人
の
偽
託
で
あ
る
が
︑﹁
哭
澄
上

人
詩
﹂﹁
光
定
戒
牒
﹂
に
は
空
海
書
法
の
影
響
が
見
て
と
れ
︑
嵯
峨
天
皇
が
空
海
に

一
目
二
目
置
い
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
︒

出
典
：﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄﹃
夜
鶴
書
札
抄
﹄﹃
入
木
抄
﹄

参
考
文
献
：﹃
書
道
全
集
﹄﹃
書
道
藝
術
﹄﹃
日
本
書
道
辞
典
﹄﹃
書
の
総
合
事
典
﹄﹃
日
本
書
人
伝
﹄

橘
　
逸
勢
（
た
ち
ば
な
の
は
や
な
り
）

　

延
暦
元
年︿
七
八
二
﹀？
︱
承
和
九
年︿
八
四
二
﹀︒
左
大
臣
橘
諸
兄
の
曾
孫
︒
延

暦
二
三
年
︿
八
〇
四
﹀︑
留る

が
く
し
ょ
う

学
生
と
し
て
︑
空
海
・
最
澄
ら
と
と
も
に
入
唐
し
た
︒

在
唐
二
年
の
間
︑
唐
文
化
の
摂
取
に
努
め
た
が
︑
唐
人
は
そ
の
才
を
賞
し
て
橘
秀

才
と
呼
ん
だ
と
い
う
︒
書
名
が
高
く
︑
弘
仁
七
年︿
八
一
六
﹀
に﹁
興
福
寺
南
円
堂

銅
燈
台
銘
﹂︑
同
九
年︿
八
一
八
﹀
に
は
嵯
峨
天
皇
の
勅
を
奉
じ
て
内
裏
一
二
門
の

内
︑
北
面
の
三
額
を
揮
毫
し
た
と
さ
れ
︑﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄
に
は
﹁
安
嘉
・
偉
鍳
・

達
智
門
﹂
の
揮
毫
者
と
し
て
そ
の
名
が
見
え
る
︒
承
和
の
変
に
連
座
し
た
罪
に
問

わ
れ
︑
伊
豆
へ
流
罪
と
な
り
︑
そ
の
途
次
遠
江
国
で
病
死
し
た
︒
死
後
赦
免
と
な

り
︑
仁
寿
三
年
︿
八
五
三
﹀
に
従
四
位
下
が
追
贈
さ
れ
︑
名
誉
回
復
と
な
っ
た
︒

た
だ
︑
こ
の
経
緯
が
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
︑
空
海
・
嵯
峨
天
皇
と
と
も
に﹁
三
筆
﹂

と
称
さ
れ
な
が
ら
︑
真
筆
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
︒﹁
伊
都
内
親
王
願
文
﹂︿
八
三
三
﹀

が
そ
の
筆
と
し
て
現
存
す
る
が
確
証
は
な
い
︒

出
典
：﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄﹃
夜
鶴
書
札
抄
﹄﹃
入
木
抄
﹄

参
考
文
献
：﹃
書
道
全
集
﹄﹃
書
道
藝
術
﹄﹃
日
本
書
道
辞
典
﹄﹃
書
の
総
合
事
典
﹄﹃
日
本
書
人
伝
﹄
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藤
原
関
雄
（
ふ
じ
わ
ら
の
せ
き
お
）

　

延
暦
二
四
年︿
八
〇
五
﹀︱
仁
寿
三
年︿
八
五
三
﹀︒
藤
原
北
家
︑
参
議
藤
原
真
夏

の
五
男
︒
官
位
は
従
五
位
下
・
治
部
少
輔
︒
天
長
二
年︿
八
二
五
﹀︑
二
一
歳
の
若

さ
で
文
書
生
に
合
格
し
た
が
︑
閑
居
を
好
ん
で
出
仕
せ
ず
︑
東
山
に
隠
棲
し
た
こ

と
か
ら
東
山
進
士
と
呼
ば
れ
た
︒
の
ち
に
淳
和
上
皇
に
召
し
出
さ
れ
︑
近
臣
と
し

て
迎
え
ら
れ
た
︒
琴
の
名
手
と
し
て
知
ら
れ
︑
上
皇
よ
り
秘
譜
を
下
賜
さ
れ
る
ほ

ど
で
あ
っ
た
︒
ま
た
︑
草
書
を
得
意
と
し
︑
仁
明
天
皇
の
命
で
上
皇
ゆ
か
り
の
離

宮
で
あ
る
南
池
院
・
雲
林
院
の
壁
書
を
揮
毫
し
た
こ
と
が
︑﹃
日
本
文
徳
天
皇
実
録
﹄

に
記
さ
れ
て
い
る
︒
遺
墨
と
し
て
︑
天
台
宗
の
僧
侶
︑
円
珍
の
入
唐
の
際
に
書
し

た﹁
中
務
位
記
﹂︵
園
城
寺
蔵
︶・﹁
充
内
供
奉
治
部
省
牒
﹂︵
東
京
国
立
博
物
館
蔵
︶
が

伝
わ
る
︒

出
典
：﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄

参
考
文
献
：﹃
日
本
書
道
辞
典
﹄

小
野
恒
柯
（
お
の
の
つ
ね
え
だ
）

　

大
同
三
年︿
八
〇
八
﹀︱
貞
観
二
年︿
八
六
〇
﹀︒父
は
正
五
位
下
・
出
羽
守
滝
雄
︒

参
議
小
野
篁
の
従
弟
︒
承
和
二
年
︿
八
三
五
﹀
に
少
内
記
と
な
り
︑
以
後
諸
役
を

歴
任
し
︑貞
観
元
年︿
八
五
九
﹀
に
従
五
位
上
に
叙
さ
れ
た
︒
承
和
八
年︿
八
四
一
﹀

に
賀
福
延
ら
が
渤
海
使
と
し
て
長
門
国
に
来
着
し
た
際
に
は
︑
存
問
渤
海
客
使
を

務
め
て
い
る
︒﹃
日
本
三
代
実
録
﹄
に
よ
れ
ば
︑
若
い
頃
よ
り
学
問
を
好
み
︑
文

才
が
あ
り
︑
こ
と
に
書
は
世
に
卓
絶
し
︑
草
書
・
隷
書
を
能
く
し
た
と
い
う
︒
世

人
は
皆
恒
柯
の
書
を
手
本
と
し
︑
そ
の
書
状
を
手
に
入
れ
た
者
は
愛
蔵
し
た
と
伝

わ
る
︒
但
し
︑
そ
の
真
筆
は
伝
存
し
て
い
な
い
︒
能
書
と
し
て
﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄

に
は
恒
柯
の
名
が
挙
げ
ら
れ
る
が
︑
他
の
古
書
論
で
は
そ
の
名
は
見
ら
れ
な
い
︒

出
典
：﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄

参
考
文
献
：﹃
日
本
書
道
辞
典
﹄

藤
原
敏
行
（
ふ
じ
わ
ら
の
と
し
ゆ
き
）

　

生
年
不
詳
︱
延
喜
元
年︿
九
〇
一
﹀︒
三
十
六
歌
仙
の
一
人
と
し
て
著
名
で
あ
る

が
︑
当
代
一
流
の
能
書
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
︒
小
野
道
風
は
︑
空
海
と
と
も

に
敏
行
の
書
を
絶
賛
し
た
と
い
う
︒
特
に﹁
神
護
寺
鐘
銘
﹂
は
︑
銘
文
の
序
を

橘

た
ち
ば
な

広の
ひ
ろ
み相

︑
銘
を
菅
す
が
わ
ら
の原

是こ
れ

善よ
し

︵
道
真
の
父
︶︑
書
を
藤
原
敏
行
︑
と
い
っ
た
当
時
の
三

名
家
が
担
当
し
た
こ
と
か
ら
︑
古
来
﹁
三
絶
の
鐘
﹂
と
呼
ば
れ
て
い
る
︒
確
証
の

あ
る
敏
行
の
書
と
し
て
は
現
存
唯
一
の
も
の
で
︑
重
厚
で
ゆ
っ
た
り
と
し
た
線
質

に
特
徴
が
あ
る
︒
元
慶
二
年︿
八
七
八
﹀
に
大
極
殿
の
額
を
揮
毫
し
た
こ
と
が﹃
江

談
抄
﹄
に
記
さ
れ
︑
寛
平
四
年
︿
八
九
二
﹀
に
は
渤
海
国
へ
の
牒
を
認
め
た
こ
と

が
﹃
日
本
紀
略
﹄
に
見
え
る
な
ど
︑
栄
え
あ
る
能
書
活
動
を
展
開
し
た
様
子
が
伝

え
ら
れ
て
い
る
︒

出
典
：﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄﹃
夜
鶴
書
札
抄
﹄﹃
入
木
抄
﹄

参
考
文
献
：﹃
書
道
全
集
﹄﹃
日
本
書
道
辞
典
﹄﹃
書
の
総
合
事
典
﹄

小
野
美
材
（
お
の
の
よ
し
き
）

　

生
年
不
詳
︱
延
喜
二
年︿
九
〇
二
﹀︒
小
野
篁
の
孫
︒
当
時
能
書
の
誉
れ
が
高
く
︑

﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄﹁
内
裏
額
書
た
る
人
々
﹂
に
て
︑
内
裏
一
二
門
の
内
︑
西
面
の
三

額
﹁
談
天
・
藻
壁
・
殷
富
門
﹂
の
揮
毫
者
と
し
て
そ
の
名
が
記
さ
れ
る
︒
こ
の
一

二
門
は
︑
南
面
が
空
海
︑
北
面
が
橘
逸
勢
︑
東
面
が
嵯
峨
天
皇
と
い
う
︑
所
謂﹁
三

筆
﹂
が
揮
毫
し
て
お
り
︑
美
材
が
彼
ら
に
比
肩
す
る
技
量
の
持
ち
主
と
考
え
ら
れ

て
い
た
様
子
が
窺
え
る
︒
ま
た
︑﹃
帝
王
編
年
記
﹄︵
寛
平
九
年
十
一
月
二
十
日
条
︶

に
醍
醐
天
皇
の
大
嘗
会
悠
紀
主
基
屏
風
の
色
紙
形
の
揮
毫
者
と
し
て
選
任
さ
れ
た

こ
と
が
記
さ
れ
︑﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄
に
も
同
様
の
記
述
が
見
え
る
︒
当
代
屈
指
の
能

書
で
あ
っ
た
こ
と
は
古
書
論
は
じ
め
諸
史
料
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
が
︑
今
日
で
は

残
念
な
が
ら﹁
三
筆
﹂
と
同
格
の
扱
い
は
受
け
て
い
な
い
︒

出
典
：﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄﹃
夜
鶴
書
札
抄
﹄﹃
入
木
抄
﹄

参
考
文
献
：﹃
書
道
全
集
﹄﹃
日
本
書
道
辞
典
﹄﹃
書
の
総
合
事
典
﹄
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素
性
法
師
（
そ
せ
い
ほ
う
し
）

　

承
和
一
一
年︿
八
四
四
﹀頃
︱
延
喜
一
〇
年︿
九
一
〇
﹀頃
？
︒桓
武
天
皇
の
曾
孫
︒

六
歌
仙
の
一
人
︑
僧
正
遍
照
︵
良
岑
宗
貞
︶
の
子
︒
俗
名
は
諸
説
あ
る
が
︑
一
説

に
良

よ
し
み
ね
の岑

玄は
る

利と
し

︒
素
性
法
師
は
三
十
六
歌
仙
の
一
人
と
し
て
名
高
く
︑
宇
多
天
皇
に

供
奉
し
て
諸
所
で
和
歌
を
奉
じ
た
と
い
う
︒
一
方
で
︑
書
に
つ
い
て
は
醍
醐
天
皇

の
寵
が
厚
く
︑
延
喜
九
年
︿
九
〇
九
﹀
に
御
前
に
召
さ
れ
て
屏
風
歌
を
書
い
た
と

さ
れ
る
が
︑
華
や
か
な
能
書
活
動
は
ほ
と
ん
ど
伝
わ
ら
な
い
︒
素
性
法
師
の
名
は

﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄
に
見
ら
れ
る
が
︑
他
の
古
書
論
に
は
記
述
さ
れ
て
い
な
い
︒

出
典
：﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄

菅
原
道
真
（
す
が
わ
ら
の
み
ち
ざ
ね
）

　

承
和
一
二
年︿
八
四
五
﹀︱
延
喜
三
年︿
九
〇
三
﹀︒参
議
従
三
位
菅
原
是
善
の
子
︒

学
問
の
神
︑
天
神
様
と
称
さ
れ
︑
親
し
ま
れ
て
い
る
︒
学
問
に
傾
注
し
︑
詩
文
に

す
ぐ
れ
︑
国
風
文
化
の
形
成
に
尽
力
し
た
︒
宇
多
天
皇
の
信
任
厚
く
︑
右
大
臣
ま

で
進
ん
だ
が
︑
醍
醐
天
皇
の
御
世
に
藤
原
時
平
等
の
中
傷
に
よ
り
︑
延
喜
元
年︿
九

〇
一
﹀︑
大
宰
府
に
流
さ
れ
た
こ
と
は
夙
に
知
ら
れ
て
い
る
︒
五
九
歳
で
没
し
︑

死
後
正
一
位
太
政
大
臣
が
追
贈
さ
れ
︑
天
満
宮
の
称
号
も
許
さ
れ
た
︒
こ
れ
ほ
ど

著
名
で
あ
り
︑
能
書
と
し
て
も
知
ら
れ
た
が
︑
真
筆
は
伝
存
し
て
い
な
い
︒﹁
百

錬
鏡
﹂
が
道
真
の
書
と
さ
れ
る
が
確
証
は
な
い
︒﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄
で
は
︑空
海
・

小
野
道
風
と
と
も
に﹁
三
聖
﹂
と
総
称
さ
れ
︑﹃
入
木
抄
﹄
で
は
道
真
の
こ
と
を﹁
聖

廟
﹂
と
称
し
︑﹁
そ
の
の
ち
聖
廟
抜
群
也
︒
聖
廟
以
後
野
道
風
相
続
す
︒
此
の
両
賢

は
筆
体
相
似
た
り
﹂
と
述
べ
て
い
る
︒
も
し
こ
れ
を
根
拠
と
す
る
な
ら
ば
︑
道
真

の
書
が
鷹
揚
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
︒

出
典
：﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄﹃
夜
鶴
書
札
抄
﹄﹃
麒
麟
抄
﹄﹃
入
木
抄
﹄

参
考
文
献
：﹃
書
道
全
集
﹄﹃
日
本
書
道
辞
典
﹄﹃
書
の
総
合
事
典
﹄

紀
　
貫
之
（
き
の
つ
ら
ゆ
き
）

　

貞
観
一
二
年︿
八
七
〇
﹀
頃
？
︱
天
慶
八
年︿
九
四
五
﹀
頃
？
︒﹃
古
今
和
歌
集
﹄

︿
九
〇
五
﹀
撰
者
︒﹃
古
今
和
歌
集
﹄︵
賀
・
三
五
二
︶
の
詞
書
に
﹁
本
康
親
王
の
七

十
の
賀
の
う
し
ろ
の
屏
風
に
よ
み
て
か
き
け
る
﹂
と
あ
り
︑
屏
風
絵
の
画
賛
を
詠

み
︑
揮
毫
し
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
︒
ま
た
︑﹃
源
氏
物
語
﹄︵
絵
合
︶
に
は
︑
絵
巻

の
詞
を
書
し
た
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
︑
能
書
と
し
て
も
評
価
さ
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
︒﹁
寸
松
庵
色
紙
﹂﹁
高
野
切
﹂﹁
名
家
家
集
切
﹂
等
の
伝
称
筆
者
と
し
て

そ
の
名
が
冠
せ
ら
れ
る
が
︑
い
ず
れ
も
後
代
の
筆
で
あ
る
︒
そ
の
真
跡
は
︑
貫
之

自
筆
の﹃
土
佐
日
記
﹄の
一
部
を
藤
原
定
家
や
藤
原
為
家
が
臨
写
し
た
も
の
に
よ
っ

て
推
量
す
る
ほ
か
な
い
︒

参
考
文
献
：﹃
書
道
全
集
﹄﹃
日
本
書
道
辞
典
﹄﹃
書
の
総
合
事
典
﹄

小
野
道
風
（
お
の
の
み
ち
か
ぜ
・
と
う
ふ
う
）

　

寛
平
六
年
︿
八
九
四
﹀
︱
康
保
三
年
︿
九
六
六
﹀︒
小
野
篁
の
孫
︒
葛
紘
の
子
︒

官
位
の
昇
進
は
は
か
ば
か
し
く
な
か
っ
た
が
︑
当
代
一
流
の
能
書
と
し
て
活
躍
し

た
︒和
様
の
開
祖
と
し
て
知
ら
れ
︑﹁
智
証
大
師
諡
号
勅
書
﹂﹁
屏
風
土
代
﹂﹁
玉
泉
帖
﹂

﹁
三
体
白
氏
詩
巻
﹂
等
が
現
存
す
る
︒﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄
に
は
︑
悠
紀
主
基
屏
風
の

清
書
役
と
し
て
朱
雀
・
村
上
両
天
皇
の
折
に
揮
毫
す
る
な
ど
︑
華
々
し
い
能
書
活

動
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
︒ま
た
︑空
海
・
菅
原
道
真
と
と
も
に﹁
三
聖
﹂

と
総
称
さ
れ
︑当
時
よ
り
別
格
の
扱
い
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
︒﹃
入
木
抄
﹄

に
は
︑﹁
万
里
の
波
濤
を
隔
て
︑
名
を
唐
国
に
駆
す
﹂
と
あ
り
︑
道
風
の
名
が
唐
土

に
ま
で
伝
わ
っ
て
い
た
と
記
し
て
い
る
︒
ま
た
︑﹁
聖
廟
以
後
野
道
風
相
続
す
︒
此

の
両
賢
は
筆
体
相
似
た
り
﹂
と
も
記
述
さ
れ
る
よ
う
に
︑
道
真
の
書
法
を
継
承
し

た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
︒
そ
の
書
は﹁
野
跡
﹂
と
し
て
尊
重
さ
れ
た
︒

藤
原
佐
理
・
藤
原
行
成
と
と
も
に﹁
三
跡
﹂と
し
て
き
わ
め
て
著
名
で
あ
る
が
︑﹃
入

木
抄
﹄
で
は
こ
の
三
人
の
能
書
を﹁
三
賢
﹂
と
し
て
総
称
し
て
い
る
︒
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出
典
：﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄﹃
才
葉
抄
﹄﹃
夜
鶴
書
札
抄
﹄﹃
麒
麟
抄
﹄﹃
入
木
抄
﹄

参
考
文
献
：﹃
書
道
全
集
﹄﹃
書
道
藝
術
﹄﹃
日
本
書
道
辞
典
﹄﹃
書
の
総
合
事
典
﹄﹃
日
本
書
人
伝
﹄

紀
　
時
文
（
き
の
と
き
ふ
み
）

　

生
卒
年
不
詳
︒
貫
之
の
子
︒
近
江
少
掾
︑
少
内
記
︑
大
内
記
を
経
て
︑
大
膳
大

夫
に
至
っ
た
︒
大
中
臣
能
宣
︑
清
原
元
輔
︑
源
順
︑
坂
上
望
城
と
と
も
に
︑〝
梨
壺

の
五
人
〟
と
呼
ば
れ
︑
天
暦
五
年︿
九
五
一
﹀︑
撰
和
歌
所
寄
人
と
な
り
︑﹃
万
葉
集
﹄

の
読
解
や
﹃
後
撰
和
歌
集
﹄
の
撰
集
に
あ
た
っ
た
︒﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄﹁
能
書
人
々
﹂

の
他
︑﹃
尺
素
往
来
﹄
に
藤
原
文
正
・
小
野
奉
時
・
菅
原
文
時
と
と
も
に
﹁
四
輩
﹂

の
一
人
と
し
て
そ
の
名
が
見
え
る
が
︑遺
墨
は
現
存
し
て
い
な
い
︒﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄

に
は
︑
冷
泉
天
皇
の
折
の
悠
紀
主
基
屏
風
揮
毫
者
と
し
て
︑
時
文
の
名
が
記
さ
れ

て
い
る
︒

出
典
：﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄﹃
夜
鶴
書
札
抄
﹄﹃
尺
素
往
来
﹄

参
考
文
献
：﹃
日
本
書
道
辞
典
﹄

藤
原
文
正
（
ふ
じ
わ
ら
の
ふ
み
ま
さ
）

　

生
卒
年
不
詳
︒﹃
尊
卑
分
脈
﹄
に
は
︑
藤
原
忠
紀
の
子
︑
文
正
の
箇
所
に﹁
紀
氏
﹂

と
す
る
異
本
注
記
が
あ
り
︑
こ
れ
に
拠
れ
ば
文
正
は
紀
貫
之
の
孫
︑
紀
時
文
の
三

男
︑
紀
文
正
と
同
一
人
物
と
な
る
︒﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄﹁
能
書
人
々
﹂
の
項
に
は﹁
文

正　

加
賀
守
﹂
と
記
さ
れ
る
が
︑﹃
夜
鶴
書
札
抄
﹄﹁
天
下
能
書
得
誉
人
之
事
﹂
に
は

紀
文
正
と
し
て
記
載
さ
れ
る
︒
ま
た
︑﹃
尺
素
往
来
﹄
に
紀
時
文
・
小
野
奉
時
・
菅

原
文
時
と
と
も
に
﹁
四
輩
﹂
の
一
人
と
し
て
そ
の
名
が
見
え
る
︒
遺
墨
は
現
存
し

な
い
が
︑
文
正
が
揮
毫
し
た﹃
後
撰
和
歌
集
﹄
を
箱
に
収
め
た
と
す
る
話
︵﹃
御
堂

関
白
記
﹄︶
や
︑
新
銭﹁
乾
元
大
宝
﹂
の
文
字
の
下
書
き
が
小
野
道
風
に
下
命
さ
れ

た
が
︑
目
が
悪
く
細
字
の
揮
毫
に
難
儀
し
た
こ
と
か
ら
︑
そ
の
代
役
と
し
て
文
正

が
推
挙
さ
れ
た
話
︵﹃
九
暦
﹄︶
な
ど
︑
能
書
活
動
を
推
量
す
る
故
事
が
伝
わ
る
︒

出
典
：﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄﹃
夜
鶴
書
札
抄
﹄﹃
尺
素
往
来
﹄

参
考
文
献
：﹃
書
道
全
集
﹄﹃
日
本
書
道
辞
典
﹄

小
野
奉
時
（
お
の
の
す
け
と
き
）

　

生
卒
年
不
詳
︒﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄﹁
能
書
人
々
﹂
に
そ
の
名
が
見
え
︑
ま
た
︑﹃
夜

鶴
書
札
抄
﹄﹁
天
下
能
書
得
誉
人
之
事
﹂
に﹁
奉
時　

道
風
之
子
﹂
と
記
さ
れ
る
が
︑

そ
の
伝
記
や
能
書
活
動
は
詳
ら
か
で
な
い
︒﹃
手
跡
習
字
系
図
﹄︵
曼
殊
院
蔵
︶
に

﹁
羲
之
︱
道
風
︱
奉
時
﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
︑
父
道
風
よ
り
正
統
な
書
法
を
受
け

継
い
だ
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
量
さ
れ
る
︒﹃
尺
素
往
来
﹄に
紀
時
文
・
藤
原
文
正
・

菅
原
文
時
と
と
も
に﹁
四
輩
﹂
の
一
人
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
︒

出
典
：﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄﹃
夜
鶴
書
札
抄
﹄﹃
尺
素
往
来
﹄

参
考
文
献
：﹃
日
本
書
道
辞
典
﹄

菅
原
文
時
（
す
が
わ
ら
の
ふ
み
と
き
・
ふ
ん
と
き
）

　

昌
泰
二
年︿
八
九
九
﹀︱
天
元
四
年︿
九
八
一
﹀︒
道
真
の
孫
︒
高
槻
の
子
︒
文
章

博
士
と
な
り
︑
従
三
位
に
至
っ
た
︒
菅
三
品
と
称
せ
ら
れ
︑﹃
和
漢
朗
詠
集
﹄
に
は

多
く
の
漢
詩
文
が
採
択
さ
れ
て
い
る
︒﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄﹁
能
書
人
々
﹂
に
そ
の
名

が
挙
げ
ら
れ
︑﹃
尺
素
往
来
﹄
に
は
︑﹃
入
木
抄
﹄
に
も
記
さ
れ
る
小
野
道
風
・
藤
原

佐
理
・
藤
原
行
成
の
﹁
三
賢
﹂
に
続
け
て
︑
紀
時
文
・
藤
原
文
正
・
小
野
奉
時
と

と
も
に
﹁
四
輩
﹂
と
称
さ
れ
︑
当
代
き
っ
て
の
能
書
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
︒

出
典
：﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄﹃
尺
素
往
来
﹄

参
考
文
献
：﹃
日
本
書
道
辞
典
﹄
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兼
明
親
王
（
か
ね
あ
き
ら
し
ん
の
う
）

　

延
喜
一
四
年
︿
九
一
四
﹀︱
永
延
元
年
︿
九
八
七
﹀︒
醍
醐
天
皇
の
第
一
六
皇
子
︒

朱
雀
天
皇
・
村
上
天
皇
・
源
高
明
ら
の
異
母
兄
弟
に
あ
た
る
︒
一
時
︑
臣
籍
降
下

し
︑
源
兼
明
と
名
乗
っ
た
が
︑
晩
年
皇
籍
に
復
帰
し
︑
中
務
卿
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
中
書
王
と
称
さ
れ
た
︒
博
学
多
才
で
知
ら
れ
︑
甥
の
具
平
親
王
と
並
び
称
さ
れ

た
こ
と
か
ら
︑
兼
明
親
王
を
前
中
書
王
︑
具
平
親
王
を
後
中
書
王
と
も
呼
ぶ
︒
書

名
も
高
く
︑﹃
江
談
抄
﹄
で
は
﹁
兼
明
︑
佐
理
︑
行
成
三
人
等
同
之
手
書
也
﹂
と
絶

賛
し
て
い
る
が
︑そ
の
遺
墨
は
現
存
し
て
い
な
い
︒﹃
戯
鴻
堂
帖
﹄
中
に﹁
海
外
書
﹂

と
し
て
親
王
筆
と
す
る﹁
暮
春
帖
﹂
の
模
本
二
葉
が
収
め
ら
れ
︑
細
井
広
沢﹃
観
鵞

百
譚
﹄
に
も
そ
の
臨
模
本
が
収
録
さ
れ
る
が
︑
親
王
の
原
本
に
拠
る
も
の
か
ど
う

か
は
不
明
で
あ
る
︒

出
典
：﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄﹃
入
木
抄
﹄

参
考
文
献
：﹃
書
道
全
集
﹄﹃
日
本
書
道
辞
典
﹄﹃
書
の
総
合
事
典
﹄

藤
原
佐
理
（
ふ
じ
わ
ら
の
す
け
ま
さ
・
さ
り
）

　

天
慶
七
年︿
九
四
四
﹀︱
長
徳
四
年︿
九
九
八
﹀︒
書
の
才
能
に
恵
ま
れ
︑
小
野
道

風
に
私
淑
し
た
と
い
う
︒
小
野
道
風
・
藤
原
行
成
と
と
も
に
﹁
三
跡
﹂
の
一
人
と

し
て
知
ら
れ
︑
華
や
か
な
能
書
活
動
を
展
開
し
た
︒
特
に
そ
の
書
は
﹁
佐
跡
﹂
と

し
て
尊
重
さ
れ
た
︒﹃
入
木
抄
﹄
で
は
﹁
三
賢
﹂
の
呼
称
で
尊
ば
れ
て
い
る
︒﹃
夜

鶴
庭
訓
抄
﹄﹁
悠
紀
主
基
屏
風
書
人
々
﹂
に
は
︑
佐
理
が
円
融
天
皇
・
花
山
天
皇
・

一
条
天
皇
の
三
回
に
わ
た
っ
て
清
書
役
を
担
当
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
︒
能

書
に
と
っ
て
最
高
の
栄
誉
で
あ
る
こ
の
屏
風
色
紙
形
の
揮
毫
を
三
度
も
担
っ
た
の

は
︑
他
に
源
兼
行
の
み
で
あ
る
︒
真
筆
と
さ
れ
る
遺
墨
と
し
て
︑﹁
詩
懐
紙
﹂﹁
女
車

帖
﹂﹁
恩
命
帖
﹂﹁
離
洛
帖
﹂﹁
頭
弁
帖
﹂
等
が
現
存
す
る
︒
中
で
も
﹁
離
洛
帖
﹂
は
︑

正
暦
二
年︿
九
九
一
﹀︑
大
宰
大
弐
に
任
ぜ
ら
れ
た
佐
理
が
︑
時
の
摂
政
・
藤
原
道

隆
へ
の
挨
拶
を
怠
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
︑
甥
の
誠
信
に
と
り
な
し
を
頼
ん
だ
書
状

で
あ
る
が
︑
詫
び
状
と
は
思
え
ぬ
自
在
な
筆
致
で
異
彩
を
放
っ
て
い
る
︒
そ
の
人

と
為
り
は
︑﹁
如
泥
人
﹂︵﹃
大
鏡
﹄︶
と
描
写
さ
れ
る
な
ど
︑
怠
惰
な
性
質
に
よ
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
に
事
欠
か
な
い
︒
現
存
す
る
遺
墨
に
も
︑
不
如
意
や
不
手
際
を
言
い
訳

し
た
り
︑
詫
び
た
り
す
る
類
が
多
い
︒
ま
さ
に
そ
の
人
柄
が
︑
暢
達
な
筆
致
に
表

わ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
︒

出
典
：﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄﹃
才
葉
抄
﹄﹃
夜
鶴
書
札
抄
﹄﹃
麒
麟
抄
﹄﹃
入
木
抄
﹄

参
考
文
献
：﹃
書
道
全
集
﹄﹃
書
道
藝
術
﹄﹃
日
本
書
道
辞
典
﹄﹃
書
の
総
合
事
典
﹄﹃
日
本
書
人
伝
﹄

三
　「
手
師
」
と
「
能
書
」

　

こ
こ
ま
で
日
本
古
書
論
を
典
拠
に
二
〇
名
の
能
書
列
伝
を
ま
と
め
て
き
た
が
︑

往
時
に
お
け
る
﹁
能
書
﹂
と
は
ど
の
よ
う
な
人
物
を
い
う
の
か
︑
お
ぼ
ろ
げ
な
が

ら
そ
の
輪
郭
が
摑
め
て
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

　

﹃
万
葉
集
﹄
に
は
︑
助
動
詞﹁
て
し
﹂
に
王
羲
之
の
名
を
用
い
て
表
記
し
た
箇
所

が
散
見
さ
れ
る
︒
所
謂﹁
能
書
﹂
の
こ
と
を﹁
手
師
﹂
と
呼
び
︑﹁
て
し
﹂
と
詠
む
歌

が
八
首
あ
り
︵
例
：
六
五
七
﹁
不
念
常
曰
手
師
物
乎
︵
お
も
は
じ
と
い
ひ
て
し
も

の
を
︶︙
﹂︶︑﹁
羲
之
﹂
を
誤
っ
て
﹁
義
之
﹂︵
誤
り
で
な
く
仮
借
と
す
る
説
も
あ
る
︶

と
書
き
︑﹁
て
し
﹂
と
詠
む
歌
が
七
首
あ
る
︵
例
：
三
九
四﹁
印
結
而
我
定
義
之
︵
し

め
ゆ
ひ
て
わ
が
さ
だ
め
て
し
︶︙
﹂︑
一
三
二
四
﹁
葦
根
之
懃
念
而
結
義
之
︵
あ
し

の
ね
の
ね
も
こ
ろ
お
も
ひ
て
む
す
び
て
し
︶︙
﹂︶︒
ま
た
︑﹁
大
王
﹂
は
通
常﹁
お
ほ

き
み
﹂﹁
き
み
﹂
と
読
む
が
︑﹁
て
し
﹂
と
詠
む
歌
が
四
首
あ
る
︵
例
：
二
六
〇
二﹁
︙

結
大
王
︵
む
す
ぶ
き
み
︑
む
す
び
て
し
︶︙
﹂︶︒﹁
大
王
﹂
と
は
︑
王
羲
之
と
そ
の

子
息
︑
献
之
を﹁
二
王
﹂
と
併
称
し
︑
特
に
羲
之
を﹁
大
王
﹂︑
献
之
を﹁
小
王
﹂
と

呼
ん
だ
こ
と
に
因
る
︒
原
文
﹁
義
之
﹂﹁
大
王
﹂
は
︑﹁
手
師
﹂︵
能
書
︶
の
意
の
戯
訓

で
あ
り
︑
固
有
名
詞
を
助
動
詞
と
し
て
用
い
た
稀
有
な
例
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
︒

　

日
本
古
書
論
に
見
ら
れ
る﹁
能
書
﹂
と
は
ま
さ
し
く
こ
の﹁
手
師
﹂
の
こ
と
で
あ

る
︒﹁
義
之
﹂
と
書
き
表
し
た
こ
と
か
ら
推
量
さ
れ
る
よ
う
に
︑﹁
能
書
﹂
に
は
王

羲
之
に
比
肩
す
る
︑あ
る
い
は
こ
れ
に
準
ず
る
技
量
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
︒
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そ
の
技
量
を
証
明
す
る
具
体
的
な
能
書
活
動
と
い
え
ば
︑﹁
内
裏
額
﹂
の
門
額
を
揮

毫
す
る
こ
と
が
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
︒
但
し
︑
実
際
問
題
と
し
て
︑﹁
内
裏
額
﹂
に

は
数
に
限
り
が
あ
る
︒﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄に
記
さ
れ
る
よ
う
に
︑内
裏
の
一
二
門
は
︑

空
海
・
嵯
峨
天
皇
・
橘
逸
勢
・
小
野
美
材
に
占
め
ら
れ
︑
平
安
時
代
前
期
に
既
に

落
成
し
て
い
る
︒
よ
っ
て
︑
平
安
時
代
中
期
の
能
書
は
︑
甘
ん
じ
て
内
額
を
揮
毫

す
る
こ
と
で
面
目
を
保
っ
た
と
い
え
よ
う
︒
そ
の
中
期
の
能
書
に
と
っ
て
最
大
の

栄
誉
が﹁
悠
紀
主
基
屏
風
色
紙
形
﹂
の
揮
毫
で
あ
っ
た
︒﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄
の
著
者
︑

藤
原
伊
行
も
二
条
天
皇
・
六
条
天
皇
の
二
度
に
わ
た
っ
て
奉
仕
し
た
だ
け
あ
り
︑

こ
れ
を
最
も
重
視
し
た
と
考
え
ら
れ
る
︒

　

一
方
で
︑
今
日
の
﹁
書
道
辞
典
﹂
の
類
に
そ
の
名
は
見
ら
れ
る
も
の
の
︑
そ
れ

ほ
ど
重
ん
ぜ
ら
れ
な
い
人
物
を
能
書
で
掲
げ
て
い
る
例
が
あ
る
︒
た
と
え
ば
︑
紀

貫
之
の
子
︑
時
文
は
〝
梨
壺
の
五
人
〟
に
数
え
ら
れ
る
だ
け
あ
り
︑
今
日
で
も
歌

人
と
し
て
は
名
が
知
ら
れ
て
い
る
が
︑
能
書
と
し
て
は
さ
ほ
ど
の
扱
い
は
さ
れ
て

い
な
い
︒
当
時
に
お
い
て
和
歌
と
書
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
り
︑
歌
人

を
能
書
と
し
て
も
評
価
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
︒
貫
之
の
名
を
多
く
の

古
筆
の
伝
称
筆
者
と
し
て
冠
す
る
こ
と
か
ら
も
︑
詩
歌
と
書
の
関
係
は
強
固
な
も

の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
︒

　

今
後
の
課
題
と
な
る
の
は
︑
聖
徳
太
子
や
菅
原
道
真
の
捉
え
方
で
あ
る
︒
聖
徳

太
子
は
日
本
史
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
の
議
論
が
未
だ
尽
き
な
い
が
︑

書
道
史
で
は
︑
我
が
国
現
存
最
古
の
肉
筆
遺
品
﹁
法
華
義
疏
﹂
は
聖
徳
太
子
筆
と

さ
れ
て
お
り
︑
些
か
出
来
す
ぎ
な
観
は
否
め
な
い
も
の
の
︑
ま
ず
一
応
落
ち
着
い

て
い
る
︒
し
か
し
︑今
回
扱
っ
た
古
書
論
に
は
聖
徳
太
子
の
名
は
一
切
見
え
な
い
︒

書
道
史
に
お
い
て
い
つ
頃
か
ら
聖
徳
太
子
を
尊
崇
す
る
機
運
が
生
じ
た
か
︑
明
ら

か
に
し
て
い
く
こ
と
は
今
後
の
課
題
と
な
ろ
う
︒
古
来
の
伝
承
を
そ
の
ま
ま
今
日

ま
で
受
け
入
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
は
ど
う
や
ら
な
さ
そ
う
で
あ
る
︒
聖
徳
太

子
が
伝
説
的
で
あ
る
こ
と
は
前
提
と
し
た
上
で
︑
遺
墨
の
現
存
す
る
聖
武
天
皇
や

最
澄
が
︑
古
書
論
で
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
︒

　

他
方
︑
道
真
に
つ
い
て
は
そ
の
真
筆
が
伝
わ
ら
な
い
こ
と
が
返
す
返
す
も
口
惜

し
い
こ
と
で
あ
る
が
︑
古
書
論
を
読
む
限
り
に
お
い
て
︑
往
時
の
人
々
は
︑
道
真

の
真
筆
︑
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
い
も
の
を
見
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
︒
さ
も
な

く
ば
︑﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄
に
て
空
海
・
小
野
道
風
と
と
も
に
﹁
三
聖
﹂
と
総
称
さ
れ

た
り
︑﹃
入
木
抄
﹄
に
て
道
真
の
こ
と
を
﹁
聖
廟
﹂
と
称
し
︑﹁
聖
廟
以
後
野
道
風
相

続
す
︒
此
の
両
賢
は
筆
体
相
似
た
り
﹂
と
述
べ
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か

ら
で
あ
る
︒

　

続
編
で
は
藤
原
公
任
・
藤
原
行
成
と
い
っ
た
あ
た
り
か
ら
ま
と
め
て
い
く
予
定

で
あ
る
︒
能
書
列
伝
を
端
緒
と
し
て
︑
日
本
書
道
史
を
再
考
す
る
契
機
と
な
れ
ば

と
思
う
︒

【
参
考
文
献
】

　

︽
全
集
・
叢
書
︾

﹃
書
道
全
集
﹄　

平
凡
社　

一
九
五
四
～
六
一
︑
六
七
～
六
八

﹃
定
本
書
道
全
集
﹄　

河
出
書
房　

一
九
五
四
～
五
七

﹃
書
道
藝
術
﹄　

中
央
公
論
社　

一
九
七
〇
～
七
三

﹃
書
の
日
本
史
﹄　

平
凡
社　

一
九
七
五
～
七
六

﹃
日
本
の
書
﹄　

中
央
公
論
社　

一
九
八
一
～
八
三

﹃
書
の
宇
宙
﹄　

二
玄
社　

一
九
九
六
～
二
〇
〇
〇

　

︽
単
行
本
︾

中
田
勇
次
郎
編
『
日
本
書
人
伝
﹄　

中
央
公
論
社　

一
九
七
四

小
松
茂
美
『
日
本
書
流
全
史
﹄　

講
談
社　

一
九
七
〇

春
名
好
重
『
日
本
書
道
新
史
﹄　

淡
交
社　

二
〇
〇
一

石
川
九
楊
『
日
本
書
史
﹄　

名
古
屋
大
学
出
版
会　

二
〇
〇
一

古
谷　

稔
『
中
国
書
法
を
基
盤
と
す
る
日
本
書
道
史
研
究
﹄　

竹
林
舎　

二
〇
〇
八

　

︽
図
録
・
事
典
︾

﹃
日
本
の
書
﹄　

東
京
国
立
博
物
館　

一
九
七
八

﹃
詩
歌
と
書　

日
本
の
こ
こ
ろ
と
美
﹄　

東
京
国
立
博
物
館　

一
九
九
一

﹃
和
様
の
書
﹄　

東
京
国
立
博
物
館　

二
〇
一
三

小
松
茂
美
編
『
日
本
書
道
辞
典
﹄　

二
玄
社　

一
九
八
七

石
田
肇
・
澤
田
雅
弘
他
編﹃
書
の
総
合
事
典
﹄　

柏
書
房　

二
〇
一
〇
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【
付
記
】

　

図
版
掲
載
に
際
し
て
は
︑
京
都
・
青
蓮
院
︑
宮
内
庁
書
陵
部
よ
り
御
高
配
頂
い
た
︒
茲
に
記

し
て
︑
深
甚
な
る
謝
意
を
表
す
る
︒

 

︵
平
成
二
十
八
年
九
月
三
十
日
受
理
︶
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